
6ゆうが
No．541

広
報

夢鐸1一」

認
∬馨謬

．齢F

■

　
．
．
、

一
ご
．

隔
重
日
弓

皿　　マ
　　「
＿一 ご；

）

L、r顧

』r．

　
サ
　
　
　
　
　
　
ロ
コ
ロ
　
　
　

㍊
翼
、
罫
蒼

卜一
裏．㍉・；撫

‘㌔r

つ　　　

℃駒．画

＝適二．

こ＿魁

藤

．酬

再

蹴
～

ゼ
～
．

幌

‘
　
－

＼
議
！

　
　
　
　
♂

’

　臨1・嘉

葦

lr㌻

鞍こ　、・’
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腎

　　　　ヒ　　

　“ζ滋

，‘　
　
　
凸

㌦
9
　
釜
．

　
　
　
ρな

評

．略

、
⊆

聯齪。

き
ダ

　r
蓼．

表紙海水浴場に博物館が…

　「日向の自然とのふれあい、子供達に

夢を」をテーマにした砂の造形大会が5
月21日、お倉ケ浜海水浴場で開かれまし

た。これは、日向かぼちゃ会が毎年開い
ているもので、今年は13回目。

　会場では、スコップやバケツを手にた

くさんの親子連れが参加し、写真や下絵

を見ながら思い思いの作品を完成させま

した。作品ができあがった後の会場は、

まるで突如として出現した博物館のよう
でした。

■
特
集

日
向
の
水
の
歴
史
を
訪
ね
る

富
民
絆
纏
用
水
踏
の
今
山

■
市
政
の
動
き

第
4
2
回
衆
議
院
議
員
選
挙
・
平
成
1
2
年
度
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
、
大
雨
シ
ー
ズ
ン
前
に
危
険
個
所
を

点
検
、
平
成
1
2
年
第
3
回
日
向
市
議
会
報
告
ほ
か

■
ま
ち
の
話
題

新
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
が
決
定
、
少
年
補
導
委
員
を
委
嘱
、

カ
メ
の
卵
を
守
る
さ
く
を
設
置
ほ
か

■
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
の
募
集

ス
ボ
ー
ッ
仲
間
と
楽
し
い
生
活
を

平
成
1
2
年
度
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
ほ
か

．この広報紙は再生紙を使用しています。
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特
集

日
向
の
水
の
歴
史
を
訪
ね
る

島
幹
線
用
水
路
の
今
昔

糠醤漏
7
日
ま
で
は
、
「
水
道
週
間
」
で
す
。

源
で
あ
り
、
農
業
を
は
じ
め
産
業
の

の
で
す
。

日
向
市
は
今
、
水
に
不
自
由
す
る
と

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん
な
私
た

十
年
前
ま
で
は
、
水
が
な
く
て
大
変

が
あ
り
ま
し
た
。

　
水
道
週
間
に
ち
な
み
、
日
向
市
の

も
と
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（、

’

　
　
　
G

確
実
な
用
水
源
が
な
か
っ
た

富
島
地
区
の
農
業

　
日
向
市
富
島
地
区
は
、
昔
か
ら
確
実

な
用
水
源
が
乏
し
く
、
ほ
と
ん
ど
を
天

水
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
の
よ

う
に
干
害
を
被
る
た
め
、
稲
作
農
業
は

不
安
定
で
、
「
サ
ツ
マ
芋
」
「
里
芋
」

「
ト
マ
ト
」
「
か
ぼ
ち
ゃ
」
な
ど
の
畑
作

を
中
心
に
発
達
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
稲
作
の
不
安
定
が
要
因
と

な
っ
て
、
こ
の
地
区
の
農
業
全
体
の
発

展
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
た
の
で
す
。

　
富
島
地
区
は
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
開

け
た
海
成
沖
積
地
（
南
北
約
4
㎞
、
東

西
約
1
・
5
㎞
、
標
高
平
均
約
3
m
）

で
す
。
中
心
部
を
流
れ
る
塩
見
川
は
、

河
［
か
ら
2
㎞
近
く
も
海
水
が
流
入
す

る
た
め
、
そ
の
水
は
農
業
用
水
と
し
て

幹線7012mの大改修を計画

「島島幹線用水路改良工事」

が着工

「冨島幹線用水路改良工事1

が完成

用水の一部を飲料水用として
浄水場に弓1き込む

東郷町中ノ原の取入口老朽化
したため改修

O

特集　日向の水の歴史を訪ねる弓
ヒ

富島幹線用水路の歴史
西　暦　　元号 主な出来事
1921年大正10・農林省が調査を実施し、汐見

　　　　　　　川筋用水改良事業が事業化さ

川筋用水改良事業の構想
られる

田J村との交渉が円満解決

省から冨島水利事業とし
採択を受ける

島耕地整理組合」設立
冨島水利事業が着工

開発営団による日知屋及
光寺支線工事が開始

冨島水利事業が全面的中

林
筋
る
見
練
隣
林
の
富
営
地
財
営

農
川
れ
汐
が
近
農
て
「
県
農
び
県
止
県
県
及
上
る
幹

937年昭和12

938年昭和13

939年

940年

943年

昭和14

昭和15

昭和18

1944年昭和19

営富島水利事業が再開

営冨島水利事業及びB知屋
び財光寺支線工事が完成

々復1日費を要するようにな

1946年昭和21

1948年昭和23

1951年昭和26

960年　昭禾［135

961年昭和36

1968年昭和43

1984年　日曜禾059

1999年平成11

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
上
流

も
小
さ
な
谷
川
に
す
ぎ
ず
、
谷
間
に
点

在
す
る
耕
地
の
用
水
に
も
不
足
す
る
ほ

ど
で
、
い
か
に
日
向
市
に
水
が
な
く
、

ま
た
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
日
向
水
利
史
に
よ
れ
ば
、
木
城
町
の

広
谷
用
水
路
は
、
織
田
、
豊
距
の
時
代

に
始
ま
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
延

岡
市
の
岩
熊
井
堰
及
び
用
水
路
は
、
享

保
1
9
年
に
完
成
し
た
と
な
っ
て
い
ま

す
，
そ
の
ほ
か
、
多
く
の
用
水
事
業
が
、

各
地
で
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
富
島
地
区
だ
け
が
、

農
業
発
展
に
欠
か
せ
な
い
用
水
路
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
「
水
」
が
な
か
っ
た
か
ら
…
。

　
は
る
か
西
方
に
連
な
る
山
々
の
向
こ

う
に
耳
川
が
あ
り
、
そ
の
水
を
利
用
す

る
と
し
て
も
、
当
時
そ
れ
を
引
水
す
る

こ
と
は
「
経
済
的
」
「
技
術
的
」
「
行
政

区
域
の
違
い
」
か
ら
夢
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

完
成
し
た
富
島
幹
線
用
水
路

　
こ
の
富
島
地
区
に
「
水
」
を
も
た
ら

し
た
の
が
、
富
島
幹
線
用
水
路
で
す
。

　
祖
先
が
長
い
間
待
ち
望
ん
だ
こ
の
用

水
路
は
、
大
正
1
0
年
に
農
林
省
の
調
査

が
実
施
さ
れ
、
汐
見
川
筋
用
水
改
良
事

業
（
後
の
富
島
農
業
水
利
改
良
事
業
）

と
し
て
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
7

1932年昭和7

用水路の取水ロとなる菓郷田J中ノ原

年
に
具
体
的
な
構
想
が
練
ら
れ
、
同
1
2

年
に
近
隣
町
村
と
の
交
渉
が
円
満
解
決

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
実
に
5
か
年
を

要
し
た
こ
と
か
ら
も
、
先
人
の
苦
労
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
当
時
、
特
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
が
、
河
口
に
あ
る
港
の
問
題

で
し
た
。

　
耳
管
は
、
遠
く
椎
葉
村
不
土
野
周
辺

を
源
流
と
し
、
太
平
洋
に
流
れ
出
る
ま

で
に
諸
塚
村
、
西
郷
村
、
東
郷
町
を
通

り
抜
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
町
村
で
と
れ

た
産
物
は
、
耳
川
を
利
用
し
て
美
々
津

に
集
め
ら
れ
、
大
阪
方
面
に
向
け
て
出

荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

美
々
津
は
、
「
美
々
津
千
軒
」
と
う
た

わ
れ
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
上
流
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

た
こ
と
で
川
の
勢
い
は
減
り
、
港
と
し

て
の
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま
し
た
。

3
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‘

日向の水の歴史を訪ねる

6
年
半
の
歳
月
を
か
け
た
改
良
工
事

そ
こ
に
、
こ
の
用
水
路
事
業
の
計
画
が

持
ち
上
が
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
下
流
で

港
を
利
用
す
る
人
々
が
簡
単
に
納
得
で

き
な
か
っ
た
の
も
分
か
り
ま
す
。

　
近
隣
町
村
と
の
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た

こ
の
事
業
は
、
昭
和
1
3
年
6
月
、
農
林

省
か
ら
「
富
島
水
利
事
業
」
と
し
て
採

択
を
受
け
、
同
1
4
年
8
月
に
「
富
島
耕

地
整
理
組
合
」
設
立
、
同
1
5
年
2
月

「
県
営
富
島
水
利
事
業
」
と
し
て
着
工

し
ま
し
た
。
事
業
の
内
容
は
、
水
源
取

入
口
を
東
郷
町
中
ノ
原
に
求
め
、
権
現

原
ま
で
の
7
0
6
1
・
6
m
に
用
水
路

を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
事
業
は
、
資
材
不
足

に
よ
る
工
事
の
停
滞
、
特
に
第
二
次
世

界
大
戦
の
激
化
に
よ
り
昭
和
1
9
年
－

月
、
全
面
的
に
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
昭

和
2
1
年
1
0
月
に
工
事
を
再
開
し
、
同
1
8

年
1
0
月
か
ら
「
農
地
開
発
営
団
」
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
権
現
原
か
ら
日

知
屋
及
び
財
光
寺
へ
の
両
支
線
と
合
わ

せ
て
、
同
2
3
年
1
2
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
完
成
し
た
県
営
富
島
水
利

事
業
で
し
た
が
、
戦
中
戦
後
の
資
材
及

び
労
働
力
の
不
足
、
現
場
の
地
盤
不
良

と
い
う
悪
条
件
に
よ
り
、
昭
和
2
6
年
以

降
災
害
が
続
発
し
、
年
々
多
額
の
復
旧

費
を
要
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
は
昭
和
3
5
年
、
幹
線
7
0

1
2
m
の
大
改
修
を
計
画
。
特
別
団
体

営
土
地
改
良
事
業
「
富
島
幹
線
用
水
路

改
良
工
事
」
と
し
て
昭
和
3
6
年
1
0
月
目

工
事
に
着
工
、
同
4
3
年
3
月
置
完
成
し

　
　
　
■

いとのほど強いも
しています
、河野民利さノ

　平成8年度から市の委託を受けて、富島幹線

用水路の管理をしています。業務の内容は、た

んぼで水が必要となる3月から7月にかけて水

量の調整を行い、適量を確保することです。

　しかし、梅雨前のこの時期、降水量も減り、

水が不足していま
す。特に今年は顕著

のようで、毎朝の水

量確認はもちろんの

こと、農家のみなさ

んから連絡がある
度、東郷町の取水口

まで確認に行ってい

ます。この仕事を受

け持って、「自然ほ

ど強いものはない」

というヒとを確i信し

ています．

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
完
成
し
た
用
水
路
は
当
時
、
受
益
面

積
3
7
0
・
2
h
a
、
受
益
戸
数
1
0

5
0
戸
、
総
事
業
費
－
億
7
5
1
6
万

5
0
0
0
円
で
し
た
。

川
の
上
流
や
下
流
の
人
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

　
市
は
昨
年
度
、
東
郷
町
中
ノ
原
に
あ

る
富
島
幹
線
用
水
路
の
取
入
口
が
老
朽

化
し
た
た
め
、
約
5
0
0
0
万
円
を
か

け
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
用
水
路
は
、
こ
の
取
入
口
か
ら
塩
見

永
田
区
ま
で
が
一
本
の
ト
ン
ネ
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
距
離
、
実
に
3
9

　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
こ
う

1
2
m
で
、
途
中
、
5
か
所
に
斜
坑
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
斜
坑
は
、
民
家
の
裏
や
道
路
わ
き
、

竹
林
の
中
な
ど
一
見
分
か
り
に
く
い
と

こ
ろ
ば
か
り
で
す
。
そ
の
一
つ
の
斜
坑

か
ら
用
水
路
に
入
る
と
、
中
は
ひ
ん
や

り
と
し
て
い
て
、
天
然
の
冷
房
と
い
っ

た
感
じ
が
し
ま
す
。
用
水
路
の
本
体
と

な
る
ト
ン
ネ
ル
の
大
き
さ
は
、
幅
1
・

8
m
、
高
さ
一
・
8
m
の
半
円
状
。
今

で
も
一
部
に
、
当
初
掘
ら
れ
た
岩
盤
が

そ
の
ま
ま
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
．

　
よ
う
や
く
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
た
と

こ
ろ
は
、
永
田
区
の
一
本
木
と
い
う
場

所
で
す
。
こ
こ
か
ら
先
、
用
水
路
は
権

み特集
含
含

日向の水の歴史を訪ねる

，

　
　
　
e

現
原
の
分
岐
点
を
目
指
し
て
、
ト
ン
ネ

ル
を
出
た
り
、
入
っ
た
り
し
な
が
ら
流

れ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
5
9
年
か
ら
こ
の
用
水
の
，
部

は
、
飲
料
水
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

浄
水
場
に
取
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
目
向
高
校
下
の
分
岐
点
ま
で
た

ど
り
着
い
た
用
水
路
は
、
日
溜
屋
支
線

と
財
光
寺
支
線
に
分
か
れ
て
流
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
田
畑
を
潤
し
ま
す
。

　
真
夏
の
日
照
り
続
き
の
中
で
も
決
し

て
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
日
向
の
水
。
水

は
、
私
た
ち
生
き
物
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
水
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
私
た
ち

日
向
市
民
は
、
祖
先
の
苦
労
に
思
い
を

馳
せ
る
と
と
も
に
、
ヒ
流
で
川
を
守
っ

て
く
れ
て
い
る
人
々
や
、
下
流
で
快
く

承
諾
し
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
し
な
け

　
　
　
　
　
　
●

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。水

道
で
つ
な
こ
う

豊
か
な
新
世
紀

　
毎
年
6
月
－
日
か
ら
7
日
ま
で
の
1

週
間
は
、
「
水
道
週
間
」
で
す
。
期
間

中
、
水
道
利
用
者
の
一
層
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
、
ま
た
、
公
衆
衛
生

の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
、

併
せ
て
水
道
事
業
の
今
後
の
発
展
に
役

立
て
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
水
道
で
つ

な
ご
う
豊
か
な
新
世
紀
」
。

　
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
き
れ

い
な
水
が
出
る
水
道
の
便
利
さ
に
慣
れ

過
ぎ
て
い
る
今
日
、
こ
の
機
会
に
水
の

大
切
さ
を
改
め
て
見
直
し
、
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。
市
は
水
道
週
聞
期
間

中
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

◇
水
道
施
設
の
開
放
1
1
権
現
原
浄
水
場

を
開
放
し
ま
す
（
3
日
・
4
日
を
除

く
）
。
詳
し
く
は
、
浄
水
場
（
盈
5
4
1

5
5
0
0
）
へ
。

◇
水
道
相
談
所
の
開
設
1
1
市
水
道
課
で

水
道
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
修
理
サ
ー
ビ
ス
ー
1
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン

を
無
料
で
取
り
替
え
ま
す
（
た
だ
し
、

⊥
／
1
当
た
り
の
個
数
に
制
限
あ
り
）
。

ま
た
、
簡
単
な
修
理
は
、
材
料
費
の
み

で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
向
管
工

事
協
同
組
合
（
燈
5
2
1
2
5
5
6
）
へ
。

◇
広
報
教
材
の
貸
し
出
し
1
1
「
日
向
市

の
水
道
と
く
ら
し
」
の
ビ
デ
オ
（
1
5
分
）

を
貸
し
出
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
市

水
道
課
（
含
5
2
1
5
2
2
8
）
へ
。

水は自然や人々の暮らしを潤します
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誘致企業と公害防止協定を締結

　市は5月17日、富士チタン工業（株）と公害防止協定

を締結しました。同社は昨年、細島4区に進出した誘

致企業で、今年4月から携帯電話やパソコンに使われ

る積層セラミックコンデンサーの主原料となる高純度

チタン酸バリウムを製造しています。

　締結した公害防止協定は、市と同社が緊密な連携を

とりながら、それぞれの立場で地域住民の健康を保持

するとともに、生活環境を保全するため最善の公害防

lしの措置を図ることをねらいとしています。具体的に

は、大気汚染、水質汚濁、騒音の防止や産業廃棄物の

処理方法、敷地内の緑化推進、大気・水質調査の実施

や報告が義務づけられています．

　協定書の調印式で山本市長（写真右）は、「日向市

は、誘致企業と公害防止協定を結んでいます。今回の，

協定締結を機に、これから環境問題に積極的に取り組

んでください」とあいさつ。これに対し富士チタンrl二

業（株）の佐伯達志さんが、「4月の操業開始以来、順調

に生産を続けている。今後、環境問題にも目を向けな

がら、地域に根付いた工場としたい」と述べました。

●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●■■●●●●oo■●●●・■●●●●●●●●　・●●

今年も実りました！マンゴー

7

　塩見で完熟マンゴ

ーの栽培を営む奈須

利幸さん（28歳：奥

野・写真左）と黒木

義克さん（27歳：

浜町〉が、今年の初

出荷を記念して5月

18日、山本市長にマ

ンゴーを贈りました。

　日向市の完熟マンゴーは、県内最北の栽培地として

平成5年に2軒の農家で始まりました。平成8年に初

出荷。その後、毎年栽培面積を増やし、現在65aのビ

ニールハウスで栽培しています。収量も年々増加し、

今年は7月ヒ旬までに約7tが見込まれています。

投　票　所　一　覧　表
投　票　所 投　票　区　の　区　域

1 日発註砂年鮪センタ
田」、上町、本田J、中町、南町、東草場、

随黶@春原　春原田J1～2丁目

2
下原町公民館

　町1～3丁目、高砂町、原田J1～4丁
ﾚ　新生町1～2丁目　　　　　　　　1

3
日知屋公民館

公園通り、櫛のU」団地、江良田」1～4丁
ﾚ

4
永江公民 永江町1～3丁目、永江

5 曽根公民邑根町1～4丁巳肥塩田団地・古

6
一方公民館

浜田J「～3丁目，伊勢ケ浜、中堀田」1～3丁目、

�ｬ1～2丁目、山手町、堀一方、平野、深溝．

7
島公民 蔵、吉野川、清正

8 島駆コミュニティセンター の上、高々谷、ハ幡、圧手向、ハ坂、旨
�戟@　　　　　　　　　　　　　　　1

9
幡浦公民 浦

10
亀崎中区公民

崎東・中・南、向江町1～2丁目、爾4エ貝、亀崎東1～4丁目上塑

11

木公民 　　　　　　　　　　　　　　　　1ﾘ、梶木田J1～2丁目、

12

庄手公民 土手、大王町1～5丁目、大王谷

13
ヒ町1区公民 粘冒船花ケ丘迎洋園・澗11

14
日肉醤舗祉センタ 中原、高見橋通り、広見、千束ロ

15
谷営農研修センター 谷

16
川内営醸落センタ 川内

17

中村公民 村、新上市、塩見ケ丘、潅現原

18
野集落センター 野、永田

19

還区公民館 江団地、往還、往還旺「　　　　　　　　　1

20

山下公民 山下、山下田J1丁目

21

良公民館 ヒ良、川路団地、比良田J1～5丁目

22

松原公民 公原、沖町

23

島山公民館 刀島山1

24
島山2区公民

　　　　　　　　　　　　　　　　！刀島山2

25

山公民 火留（向洋台を含む）

26
地区集落センター曙、美砂
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27
日向コミュニティセンター 野東・中・西、金ケ浜、本宮

28

鵜毛公民 木、鵜毛

29

捌口公民 一見、一団　　　　　　　　　　　　　　　　　．

30
谷四一墨鰭センタ 　　　　　　　　　　　　　　　　1J　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　一

31
瀬駆三園馳ンタ ，、瀬

32

美々津公民館 　　　　　　　　　　　　　　　　．ﾗJ、宣縫、別府　　　　　　　　　　　　　　　　1

33
々津老人福祉センター 通り、石並

34

高松公民 呂の下、高松、四諦

35 田の原公民館由の原

　投票日当日は、投票所入場券に記載された

投票所名を確かめてお出掛けください。衆議

院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査

についてのお問い合わせば、市選挙管理委員

会事務局（冠内線2231～2233）へ。

①

μ

／　．ノ
　　　亨

躍
汽

《
転
居
と
転
出
》

◇
市
内
転
居
1
1
平
成
1
2
年
6
月
1
0
日
以

降
に
市
内
転
居
し
、
住
民
票
を
異
動
し

た
場
合
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
市
外
転
出
け
平
成
1
2
年
2
月
2
4
日
ま

●

（

．蟻

《
投
票
で
き
る
人
》

◇
年
齢
1
一
昭
和
5
5
年
6
月
2
6
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

◇
住
所
1
1
平
成
1
2
年
3
月
1
2
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん
で
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

《
投
票
と
開
票
》

◇
投
票
1
1
6
月
2
5
日
（
口
）
午
前
7
時
～

午
後
8
時

◇
開
票
1
1
投
票
日
当
日
、
午
後
9
時
1
0

分
か
ら
目
向
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ

ー
で

第
4
2
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
び
平
成
1
2
年
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

が
、
6
月
1
3
日
に
公
示
（
国
民
審
査
は
告
示
）
、
6
月
2
5
日
に
投
票
が
行

わ
れ
る
見
込
み
で
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
2
1
世
紀
の
国
づ
く
り
、
地
域
つ

く
り
に
向
け
て
、
私
た
ち
の
代
表
を
国
会
に
送
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
候
補
者
の
政
見
等
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

《
不
在
者
投
票
》

　
投
票
目
当
日
に
、
事
情
が
あ
っ
て
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
「
不
在

者
投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
仕
事
に
従
事
す
る
場
合
ま
た
は
自

分
の
投
票
区
以
外
で
用
務
・
旅
行
・
病

気
等
で
や
む
を
得
ず
当
日
に
投
票
で
き

な
い
場
合
な
ど
に
設
け
ら
れ
て
い
る
制

度
で
す
。

◇
投
票
場
所
1
1
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
市
庁
舎
南
別
館
－
階
）

◇
期
間
1
1
6
月
1
3
日
～
6
月
2
4
日

置
た
だ
し
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
の
不
在
者
投
票
は
、
6
1
1
1
8
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

◇
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
8
時

（
ヒ
・
日
曜
日
を
含
み
ま
す
）

◇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
1
1
身
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票
所
に
出
向

い
て
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
郵

便
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
選
挙
公
報
》

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
6
月
2
3
日
ま
で
に
区
長

公
民
館
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
や
各

支
所
に
も
備
え
て
お
き
ま
す
。

《
投
票
所
入
場
券
》

　
入
場
券
は
6
月
1
3
1
1
、

付
す
る
予
定
で
す
。

各
家
庭
へ
送

《
点
字
投
票
・
代
理
投
票
》

　
目
や
体
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い

人
ま
た
は
文
字
が
書
け
な
い
人
の
た
め

に
「
点
字
投
票
」
や
「
代
理
投
票
」
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

投
票
所
で
お
申
し
窪
く
だ
さ
い
。

で
に
市
外
に
転
出
し
た
人
は
、
出
向
市

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

《
投
票
の
方
法
》

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
小
選
挙
区
・

比
例
代
表
）
は
、
「
記
名
式
投
票
」
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
用
紙
に
投
票
し

よ
う
と
す
る
候
補
者
の
氏
名
・
政
党
名

を
記
人
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
審
査
は
、
「
記
号
式
投
票
」
で

す
。
辞
め
さ
せ
た
い
と
思
う
裁
判
官
名

の
記
人
欄
に
×
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

F
ゆ

’ 」

第
4
2
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
平
成
1
2
年
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
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大
雨
シ
ー
ズ
ン
前
に
危
険
個
所
を
点
検

　
市
は
、
大
雨
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
5
月

10

冝
A
災
害
危
険
個
所
総
点
検
を
実
施

し
ま
し
た
。
総
点
検
は
、
市
が
指
定
し

て
い
る
災
害
危
険
個
所
や
避
難
場
所
等

を
防
災
関
係
機
関
が
合
同
で
点
検
を
行

い
、
今
後
の
災
害
対
策
を
協
議
す
る
た

め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
細
島
海
上
保
安
署
、
日
向

警
察
署
、
日
向
上
木
事
務
所
、
市
役
所

（
消
防
本
部
・
署
、
建
設
課
、
農
村
整

備
課
、
福
祉
事
務
所
、
細
島
支
所
、
総

務
課
）
の
約
2
0
人
が
参
加
。
危
険
度
．
の

高
い
場
所
や
対
策
工
事
の
進
め
ら
れ
て急傾斜地の工事を視察する総点検の参加者

い
る
場
所
な
ど
を
中
心
に
点
検
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
は
、
1
2
2
か
所
を
災
害

危
険
個
所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
予
想
さ
れ
る
被
害
の
内
訳
は
、
増

水
時
に
あ
ふ
れ
出
す
危
険
性
の
あ
る
河

川
が
U
か
所
、
地
滑
り
が
3
か
所
、
が

け
崩
れ
が
4
7
か
所
、
土
石
流
の
危
険
性

が
あ
る
渓
流
が
5
2
か
所
、
高
潮
・
津
波

の
際
に
浸
水
の
危
険
性
が
あ
る
海
岸
が

9
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
危
険
個
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
危
険
度
に
応
じ
て
高
い
順
に
A
、
B
、

C
の
3
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
て
あ
り
ま

す
。
市
内
1
2
2
か
所
の
危
険
個
所
の

う
ち
最
も
高
い
危
険
度
A
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
も
の
が
3
6
か
所
、
危
険
度
．

B
が
4
4
か
所
、
危
険
度
C
が
4
2
か
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
危
険
個
所
の
対
策
に

つ
い
て
市
は
、
危
険
度
の
高
い
個
所
か

ら
順
に
対
策
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
危
険
個
所
は
、
看
板

等
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
近
隣
の
人
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
注
意

と
、
避
難
場
所
や
ル
ー
ト
の
確
認
、
非

常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
な
ど
の
備
え
を

お
願
い
し
ま
す
。

、
・
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
O
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
・
・
…
●
●
○
●
・
．
．
．

●●●・●●・・…　　●●．●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●o●●●●●
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　平成12年度全国伝統的建造物群保存地区協議　；
会総会が5月16日、17日の2日間、目向市で開　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かれました。この協議会は、国の重要伝統的建：

造物群の選定を受けた51市町村が加盟し、そ　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の保存と活用、及び住民生活と地域文化の向ヒ　：

を図ることを目的にしています。市では、美々　：
津の町並みが昭和61年に国の選定を受けました。i

　総会では、今年度の事業計画等を審議したほ　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のか、基調講演や美々津町並みの現地視察などを　：

を行いました。　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　ひ　　　　　　　　し　ま　ドコ　　セリ　し　　ノ　リ　　イし　り

いち避隣表たにてれて44て最帰
し出難の示’対市らいかいも内
まし場人し市部はのま所る高1
す袋所はて内応’窮す’もい2
。のや’あの事危害。危の危2
準ル掌り危を険危
備1ごま薄行度険
なトろ魂個つの個
どのか　所で高所
の確ら　はいいの
　　　　　’ま個対備認の
え’注　看魂所策
　　　　板　かにを題意

険が険か
度36度所

CかAの
が所に危
42’位険
か危置個
所険づ所
と導けの

所
を
点
検

●
Q

日
向
地
区
防
犯
協
会
事
務
局
長
及
び
日

向
地
区
事
業
所
等
暴
力
団
追
放
協
議
会

事
務
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　
収
入
役
は
、
公
金
や
有
価
証
券
な
ど

市
の
財
産
に
つ
い
て
の
出
納
及
び
管
理

を
行
い
ま
す
。

　
山
本
市
長
か
ら
辞
令
を
受
け
た
黒
木

さ
ん
は
、
「
4
1
年
間
、
市
役
所
に
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
多
く
の
職

員
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
開

か
れ
た
市
政
を
目
指
す
山
本
市
政
の
礎

と
な
っ
て
、
山
本
市
長
を
支
え
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

’

_

ζ2

新収入役の黒木國衛さん國

8

ハ’」
6

原
則
公
開
が
基
本
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
公
開
市
民
懇
話
会
が
提
言

　
日
向
市
情
報
公
開
市
民
懇
話
会
は
5

月
1
2
日
、
口
向
市
に
お
け
る
情
報
公
開

に
つ
い
て
提
言
を
ま
と
め
、
山
本
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
同
懇
話
会
は
昨
年
9
月
、
市
民
参
加

の
制
度
づ
く
り
を
図
る
た
め
に
設
置
し

た
も
の
で
、
市
民
の
代
表
者
や
学
識
経

験
者
の
1
2
人
置
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
8
回
の
会
議
を
開
き
、
公

文
書
公
開
制
度
の
基
本
的
な
あ
り
方
や

制
度
化
に
伴
う
必
．
要
な
諸
事
項
に
つ
い

て
調
査
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
市
長
室
を
訪
れ
た
西
亮
懇

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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■
●
●
●
●
●
●
●
●
0
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会
双
三
。
多
し
す
た
る
動
　

”

夏休みに子どもサミット

9

畠佃塾ご虐

／ζ∵〉
盤　　　　　　∠
　第1回耳川流域市町村教育委員会連絡協議

が4月28日、ホテルベルフォートII向で開かれ

耳川流域文化子どもサミットが7月26日に1

中央公民館等で開催されることが決定しました

　芝川流域文化子どもサミットは、圏域の児i

生徒が・同に会し、意見交換、体験学習を通

で、青少年の健全育成と交流促進を図ろうと噛

るものです。テーマを「見つめよう　わたし

ちのふるさと　つないでいこう　みんなのふ．

さと」として、児童生徒の実践発表や体験活1

日目が予定されています。

・　g　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　l

話
会
会
長
（
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン

タ
ー
所
長
）
は
、
「
特
に
日
的
の
中
で

『
知
る
権
利
』
と
い
う
魂
，
一
葉
を
盛
り
込

む
か
ど
う
か
で
議
論
に
な
っ
た
が
、
結

果
的
に
は
『
知
る
権
利
』
と
い
う
言
葉

を
何
ら
か
の
形
で
表
現
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
、
提
β
を
ま

と
め
る
ま
で
の
経
過
を
説
明
し
提
，
．
口
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
山
本
市
長
は
、
長
期
に

わ
た
る
審
議
に
敬
意
を
表
し
「
今
回
の

提
濫
．
口
の
内
容
を
ト
分
に
反
映
さ
せ
、
情

報
公
開
条
例
の
早
期
制
定
に
向
け
て
努

力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
市
民
懇
話
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
提
．
．
．
目

書
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
原
則
公
開
を
制
度
化
へ
向
け
て
の
基

本
原
則
と
す
る
。

◎
情
報
公
開
制
度
の
実
施
機
関
は
、
市

長
部
局
及
び
市
の
執
行
機
関
と
す
る
。

◎
対
象
と
す
る
情
報
は
、
当
該
実
施
機

関
が
作
成
、
取
得
、
保
有
し
て
い
る
も

の
と
す
る
。

◎
市
民
の
私
的
生
活
、
社
会
的
公
正
等

を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
は
、
不

開
示
と
す
る
。

◎
情
報
公
開
窓
ロ
を
一
本
化
す
る
と
と

も
に
、
公
開
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

◎
不
服
申
し
立
て
等
に
つ
い
て
調
査
権

限
を
育
す
る
機
関
を
設
置
す
る
。

　
平
成
1
2
年
度
日
向
市
区
長

公
民
館
長
会
が
5
月
1
9
日
、

市
総
ム
ロ
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
冒
頭
、
昨
年
度
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
た
区
長
公

民
館
長
2
6
人
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
引

き
続
い
て
市
長
を
は
じ
め
幹

部
職
員
の
紹
介
が
さ
れ
た

後
、
山
本
市
長
が
「
行
政
と

区
長
公
民
館
長
の
み
な
さ
ん

が
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
、

‘　3　　　E＝　　　＝　1一

退任した26人に感謝状

　
　
6
万
市
民
の
真
の
幸
せ
の
た
め
、

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
市
区
長
公
民
館
長
連
合
会
の
総
会
で

は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど

が
協
議
さ
れ
、
会
長
に
ハ
幡
区
長
の
日

野
利
一
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

感謝状を受ける退任の区長公民館長の代表

9
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①
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
が
建

　
平
成
1
2
年
度
の
日
向
ひ
ま
わ

り
レ
デ
ィ
が
決
ま
り
5
月
2

日
、
市
長
室
で
委
嘱
状
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
市
臨
時

職
員
の
米
良
千
穂
子
さ
ん
（
2
0

奄臨
∠

米
良
　
千
穂
子
さ
ん

元
藤
　
夕
紀
子
さ
ん

息、

ヤ

㌔
慰
フ

黒
木
　
知
子
さ
ん

　
　
・
』
4
、
ご
、
』
　
剤

亀
織

　
　
　
　
　
耳

歳
”
門
川
町
）
、
千
代
田
病
院

勤
務
の
元
藤
夕
紀
子
さ
ん
（
2
0

歳
”
切
島
山
2
）
、
宮
崎
銀
行

日
向
東
支
店
勤
務
の
黒
木
知
子

さ
ん
（
2
0
歳
　
永
江
町
）
の
3

人
で
す
。

　
3
人
は
、
赤
い
ス
ー
ツ
に
ひ

ま
わ
り
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
帽

子
や
靴
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
と
い
う

い
で
立
ち
で
出
席
。
市
観
光
協

会
副
会
長
の
興
椙
清
さ
ん
か
ら

委
嘱
状
を
受
け
た
後
、
日
向
青

年
会
議
所
理
事
長
の
熊
本
恵
蔵

さ
ん
か
ら
記
念
の
盾
と
賞
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
た
3

人
に
山
本
市
長
は
、
「
皆
さ
ん

の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
を
最
大

限
に
生
か
し
て
、
日
向
市
を
P

R
し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
3
人
は
、
「
日

向
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　
仕
事
初
め
と
し
て
3
人
は
5

月
3
日
、
4
日
の
2
日
間
、
日

向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
観
光
宣
伝

隊
の
一
員
と
し
て
、
博
多
ど
ん

た
く
港
祭
り
に
参
加
し
、
早
速

日
向
市
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。

0

e
髪
催
し
署
の

一
日
を
満
嘆

　
2
0
0
0
年
こ
ど
も
お
ま
つ
り
広
場

が
4
月
3
0
日
、
市
中
央
公
民
館
及
び
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
動
物
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
や
囲
碁
教
室
な
ど
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
お
楽
し
み
オ
ン
ス
テ

ー
ジ
、
ハ
イ
ハ
イ
競
争
な
ど
が
あ
り
、

訪
れ
た
家
族
連
れ
が
楽
し
い
春
の
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
ハ
イ
ハ
イ
競
争
で

は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
必
死
の

声
援
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
座
っ
た
ま
ま

動
こ
う
と
し
な
い
赤
ち
ゃ
ん
も
い
て
、

終
始
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

㊥
メ
の
卵
を
臨
写
く
を
馨

鎚爆睡．

讐
畠

　
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
や
コ
ア
ジ
サ
シ
の
観

察
を
通
し
て
自
然
の
学
習
を
し
て
い
る

平
岩
子
ど
も
教
室
の
子
供
た
ち
が
5
月

13

冝
A
お
倉
ケ
浜
に
カ
メ
の
卵
を
移
設

す
る
さ
く
を
作
り
ま
し
た
。

　
設
置
し
た
さ
く
は
、
大
波
や
野
犬
か

ら
卵
を
守
る
よ
う
高
さ
2
メ
ー
ト
ル
、

幅
4
メ
ー
ト
ル
四
方
の
さ
く
に
防
ぎ
ょ

用
の
ネ
ッ
ト
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
は
、
日
向
土
木
事
務
所
や
建
設

業
協
会
青
年
部
の
み
な
さ
ん
が
組
み
立

て
た
柱
に
、
か
な
づ
ち
や
の
こ
ぎ
り
を

使
っ
て
板
や
看
板
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

0
少
年
の
塁
育
庭
努
め
ま
す

広報紙に掲載された干割を差し上げます。

　希猛する方は市総務課（含内線2234）まで

「

、

サ
　
．

＼

聾，

覗“

　
平
成
1
2
年
度
の
日
向
市
少
年
補
導
委

員
委
嘱
式
及
び
研
修
会
が
4
月
2
7
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
の
少
年
補
導
委
員
は
、
各
地
区
・

公
民
館
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
中
心
に
非
行
の
未
然
防

止
や
巡
回
指
導
等
に
よ
り
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
、
委
嘱

を
受
け
た
の
は
、
市
内
8
3
地
区
中
、
1

地
区
を
除
く
8
2
人
。

　
委
嘱
式
で
は
、
新
少
年
補
導
委
員
を

代
表
し
て
中
原
区
の
河
野
泉
さ
ん
と
松

原
区
の
壱
岐
栄
さ
ん
に
、
宮
副
教
育
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り

勤
続
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
貢
献
い

た
だ
く
1
3
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。　

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
人
は
、
次
の
と

お
り
で
す
［
敬
称
略
・
C
内
は
勤
続

年
数
と
地
区
名
］
。

　
▽
河
野
泉
（
1
3
年
｝
中
原
）
▽
相
馬

和
弘
（
1
0
年
”
曽
根
V
▽
松
木
善
吉

（
9
年
｝
広
見
）
▽
黒
木
輝
男
（
8

年
”
遠
見
）
▽
黒
木
千
年
（
8
年
｝
石

膠
V
▽
児
玉
達
雄
（
7
年
｝
北
町
2
）

▽
坂
本
誠
吉
（
7
年
”
高
砂
）
▽
佐
藤

寛
（
7
年
鱒
亀
崎
東
）
▽
児
玉
正
彦

（
7
年
”
八
幡
）
▽
中
平
良
和
（
6

年
…
吉
野
川
）
▽
石
井
強
（
6
年
隅

高
々
谷
）
▽
山
元
英
明
（
5
年
一
上
原

町
）
▽
松
木
良
介
（
5
年
”
美
砂
）

’ e
話
馨
し
ん
だ
了
ケ
ッ
ト

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
養
成
塾
「
ひ
ま
わ

り
塾
」
の
6
期
生
で
組
織
す
る
日
向
コ

ヤ
シ
ク
ラ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
5
月
2
1
日
、
ア

ス
テ
ィ
日
向
寿
屋
6
階
駐
車
場
で
開
か

れ
、
6
0
の
グ
ル
ー
プ
約
2
0
0
人
が
店

を
構
え
ま
し
た
。

　
出
店
し
た
の
は
、
市
民
の
ほ
か
、
遠

く
は
小
林
市
な
ど
市
外
か
ら
の
参
加
者

も
多
く
、
衣
類
や
食
器
、
お
も
ち
ゃ
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

も
の
を
並
べ
、
訪
れ
た
人
と
の
会
話
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

㊥
張
感
が
張
り
つ
め
た
疎
国
・
ケ

　
山
田
洋
次
監
督
の
映
画
．
「
学
校
W
」

の
日
向
市
ロ
ケ
が
、
5
月
2
1
日
目
ら
2
4

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
主
な

ロ
ケ
地
先
と
な
っ
た
の
は
、
金
ケ
浜
、

財
光
寺
中
学
校
前
、
梶
木
の
3
か
所
。

　
2
1
日
は
、
金
ケ
浜
の
民
家
が
ロ
ケ
地

先
と
な
り
、
近
所
の
人
や
報
道
陣
ら
約

1
0
0
人
が
見
守
る
中
、
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
観
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、

映
画
の
ロ
ケ
を
見
る
の
が
初
め
て
で
、

張
り
つ
め
た
雰
囲
気
の
中
で
進
む
映
画

の
撮
影
を
か
た
ず
を
呑
ん
で
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。

■おわび　先月のこのコーナーで紹介しました剣道世界一の河野

　朋子さんの出身は、吉野川でした。おわびして訂正します。
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報 言
　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（倉内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■県下一斉無料歯科健診・相談

　6月4日から10目までは、歯の

衛生週間です。この週間にあわせ

宮崎県粛科医師会及び各市口早科

医師会では、6月5口（月）から9

目（金）まで無料歯科健診・相談を

実施します。会場は、「歯の無料

健診・相談」のポスターか会員之

証を掲示している歯科医院です。

■まちかどトワイライトフリーマ

ーケット

　日向のまちに夏の訪れを告げる

「土曜夜市」が、6月3日から始

まります。ひゆうがひまわり市会

では、この土曜夜市に併せて次の

とおり「まちかどトワイライトブ

リーマーケット」を行います。

◇日時＝6月10日（土）午後6時～

午後8時30分野◇会場＝目向市駅

前交差点かど

圏新規創業支援研修

　中小企業大学校人占校では、新

規創業支援研修を宮崎市で開きま

す。これから創業（開業）を考え

ているみなさん、ぜひご参加くだ
さい。

◇研修期間＝6〔24日（一ヒ）・25

日（日）・7月1日（十）・2目（日）

◇会場＝ホテルプラザ宮崎　◇定

員＝50人　◇受講料＝36000

円　◇申込期限＝6月16口（金）

◇問い合わせ＝中小企業大学校人
吉校（竃0966－23－6806）

生涯学習・生きがいづくりの強い味右

・人材バンク日驚きらめき人

あ
し
た
ば
の
会

　
　
（
い
き
い
き
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

赤木容子さん（比良）

黒木佐代子さん（平野町）

林田悦子さん（平野町）

今井敦子さん（切島山2）

三輪リ工子さん（亀崎中）

谷脇勝子さん（立縫）

高橋ルミ子さん（永田）

富山三千世さん（南町）

河野サ工子さん（八幡）

児玉のり子さん（笹野巾）

小林由美さん（幸島）

米丸洋チさん（高砂町）

腎
ろ

↑

一
驚
璽

①指導分野／女性問題

②連絡先／あしたばの会会長：赤木容
子（智54－7079）

③指導曜日・時間／相談のうえ

④謝礼金／無料

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／宮崎県いきいき

女性アドバイザーの委嘱を受けた12人

分構成。男女共同社会づくり推進ルー

ム「さくら館」を拠点に、女性問題に

関する話し合いや交流会を行っていま

すので、お気軽に声をかけてください。

動
画
，

協
、

　
剤
　
　
宇
野
千
代
著
の
『
幸
福
を
知

　
一
　
る
オ
能
』
。
こ
れ
は
私
の
愛
読

ん
堀
書
の
一
つ
で
す
。
「
ど
ん
な
と

謬
虞
麓
鋸
琵
鵜

理
闘
い
る
よ
う
に
、
別
れ
も
、
老
い
も
、

眞　
　
　
挫
折
も
、
愉
し
み
に
変
え
て
し

田
ま
う
積
極
的
な
生
き
方
を
つ
づ

解
っ
た
書
で
、
元
気
が
出
ま
す
。

薪
◎

　
　
　
コ
ヨ
ず
ヘ

ヤ
．

場
．
．

．
＼

剛
書
名
．
宮
崎
の
文
学
・
．
県

　
砂
州
の
文
学
散
歩
を
考
え
て
い
た

藻
織
白
鳥
贈

智
価
者
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
南
方

美　
　
　
文
学
の
香
り
の
す
る
作
品
が
多

本
　
　
い
。
郷
土
の
文
学
の
新
鮮
さ
と

山
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
し
ま
し
た
。
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みんなの広場

㊦

ρ
斯
z
男

　　

@
陀

汐
T

　
　
イ
L

　　

ｰ
E

　
　
ノ

ら
〆

　
　
　
　
夏
休
み
／
イ
ボ
ン
ヌ
・
マ
ク
ロ
ッ
ク
リ
ン

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
休
み
は
人
切
な
も
の
で
す

私
は
、
1
1
本
人
が
あ
ま
り
休
ま
な
い
の
で
驚
き
ま
し
た

墨
胴
　
　
．
㌧

　
み
な
さ
ん
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
し
た
か
。
運
休

明
け
は
、
仕
事
に
く
る
の
が
お
っ
く
う

じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
。
私
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
阿
蘇
山
の
頂
上
ま

で
3
人
の
友
達
と
一
緒
に
「
安
・
近
・

短
」
の
旅
行
を
し
ま
し
た
。
の
ん
び
り

し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
6
月
と
言
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

は
、
大
学
の
夏
休
み
の
始
ま
り
で
す
。

大
学
の
夏
休
み
は
、
結
構
長
い
（
3
か

月
間
）
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
夏
の

間
、
ア
メ
リ
カ
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ア
ル

バ
イ
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
≦
o
「
五
⊃
O
　
エ

。
＝
O
①
≦
を
し
ま
す
。
旅
費
は
銀
行
の

ロ
ー
ン
で
借
り
て
、
帰
っ
て
か
ら
お
金

を
返
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
学
を
卒
業

し
て
社
会
人
に
な
る
た
め
の
よ
い
経
験

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
残
念
で
す
が
、

日
本
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
社
会
、
特
に
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
家
族
は
夏
の
間
、
必
ず
2

週
間
ぐ
ら
い
の
休
み
を
と
っ
て
、
国
内

か
外
国
の
旅
行
を
し
ま
す
。
（
外
国
と

言
え
ば
、
よ
く
キ
ャ
ン
プ
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
あ
ち
こ
ち
を
旅
行
し
ま
す
）
「
家

族
」
と
＝
＝
ロ
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
父
親
も
一

緒
で
す
。
そ
の
と
き
、
家
族
と
話
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
し
て
育
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
休
み
は

大
切
な
も
の
で
す
。
仕
事
か
ら
解
放
を

さ
れ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
は
大

切
と
の
考
え
方
が
多
い
で
す
。
休
ま
な

い
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
気
分
も
乗

ら
ず
、
結
局
仕
事
に
も
よ
く
な
い
で
す
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
一
般
的
に
休
ま

な
い
社
員
は
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
社
員

だ
と
見
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
人
は
、
あ
ま
り
休
ま
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
日
本
人
が
休

ま
な
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
2
週
間
ぐ
ら
い
の

お
休
み
を
と
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ケ
ル
テ
イ
ッ
ク
」
と
は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
言
語
や
文
化
を
意
昧
し
て
い

ま
す
。

　　黒木美智子さん（22歳：比良）

●　　今年、高鍋信用金庫日向支店

　　に入社しました。現在は、定期

　　預金の窓口を担当しています。

　　接客が難しいですが、笑顔を
　　絶やさず頑張りたい思います。

　　休みの日は、友達とドライブ
　　するのが楽しみです。

　　　　　　，

■矯福

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
容
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
運
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

響
河野　直樹さん（24歳：往還）

　JA日向の金融共済課で窓口

業務を担当しています。

　最近、パソコンを購人しまし

た。まだ、文書作成程度しか利

用していませんが、そのうちイ

ンターネットなどにも挑戦した

いと思っています。
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轟
灘
縫
鱒
．
剃
響
Ψ

プ
ー
ル
・
海
水
浴
場
の
監
視
員

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め

ご
協
力
く
だ
さ
い

《
大
王
谷
市
営
プ
ー
ル
》

◇
募
集
人
員
撞
m
人

◇
賃
金
1
1
口
額
5
7
0
0
円

◇
資
格
1
1
1
8
歳
以
ヒ
の
健
康
で

泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
人
（
高
校

生
を
除
く
）

◇
監
視
期
間
1
1
7
月
2
0
日
（
木
）

～
8
月
3
1
貝
木
）

◇
監
視
時
間
1
1
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
7
時
3
0
分

◇
申
込
方
法
1
1
日
向
市
公
共
施

設
管
理
公
社
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
履
歴
書
及
び
承
諾
書

（
未
成
年
者
の
み
）
を
添
え
て

同
公
社
（
容
5
4
1
7
1
7
4
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限
1
1
7
月
1
0
日
（
月
）

《
海
水
浴
場
》

◇
募
集
人
員
1
1
1
2
人

◇
賃
金
H
日
額
5
9
0
0
円

◇
資
格
1
1
高
校
3
年
生
以
上
の

健
康
で
泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
人

◇
監
視
場
所
田
御
鉾
ケ
浦
、
伊

勢
ケ
浜
、
お
倉
ケ
浜
の
各
海
水

浴
場

◇
監
視
期
間
1
1
7
月
2
0
日
（
木
）

～
8
月
3
1
目
禾
）

◇
監
視
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0
分

～
午
後
5
時

◇
申
込
方
法
1
1
市
商
工
観
光
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
履

歴
書
及
び
承
諾
書
（
未
成
年
者

の
み
）
を
添
え
て
、
同
課
（
麿

内
線
2
6
3
5
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限
1
1
7
月
1
0
日
目
月
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
し
ま
す
．
．

平
成
1
2
年
度
宮
崎
県
文
化
賞
受
賞
候
補
者
の
推
翼

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

文
化
に
功
績
の
あ
っ
た
人

◇
候
補
者
資
格
1
1
本
県
出
身
者
、

県
内
在
住
者
ま
た
は
県
内
に
所

在
す
る
団
体
で
、
本
県
の
文
化

の
向
b
発
展
に
関
し
特
に
顕
著

な
業
績
を
有
す
る
も
の
。

◇
部
門
1
1
①
学
術
部
門
、
②
技

術
部
門
、
③
芸
術
部
門
、
④
文

化
功
労
部
門
、
⑤
体
育
部
門

◇
推
薦
者
資
格
1
1
①
県
内
在
住

者
（
自
薦
は
除
く
）
、
②
県
内

に
所
在
す
る
機
関
ま
た
は
団
体
、

③
本
県
出
身
者
で
構
成
す
る
団

体◇
推
薦
方
法
1
1
①
．
人
の
候
補

●

者
に
つ
い
て
、
一
つ
の
部
門
に

つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
、
2
　

推
薦
酵
に
、
候
補
者
の
業
績
に

関
す
る
資
料
及
び
候
補
者
の
写

真
を
添
え
て
提
出
す
る
も
の
と

す
る
、

※
個
人
が
推
薦
す
る
場
合
は
、

そ
の
居
住
す
る
市
町
村
ま
た
は

市
町
村
の
教
育
委
員
会
を
経
由

す
る
こ
と
。

◇
受
付
期
限
1
1
6
月
3
0
日
（
金
）

必
着

◇
推
薦
書
提
出
先
1
1
県
文
化
振

興
課
（
容
0
9
8
5
1
2
6
－
7

0
4
8
）

平
成
1
3
年
成
人
式
の
実
行
委
員

あ
な
た
の
手
で
成
人
式
を

盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
は
毎
年
、
新
成
人
者
を
祝

う
た
め
、
成
人
式
を
開
い
て
い

ま
す
。

　
市
は
今
年
度
、
来
年
－
月
の

成
人
式
を
実
行
委
員
会
形
式
で

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
日
向
市
成
人
式

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
実

行
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で

新
成
人
者
を
お
祝
い
し
ま
せ
ん

か
．
、

◇
資
格
博
新
成
人
者
に
か
か
わ

ら
ず
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
，

◇
定
員
1
1
約
m
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

◇
申
込
方
法
1
1
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
及
び

「
実
行
委
員
に
募
集
し
ま
す
」

を
記
人
の
う
え
、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
〒
8
8
3
1

8
5
5
5
日
向
市
本
町
1
0
番
5

号
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限
縫
6
月
2
0
日
（
火
）

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
倉
内
線
2
4

2
3
）

r●

平
成
1
2
年
度
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

二
一
兀
で
働
く
チ
ャ
ン
ス
で
す

　
県
は
、
広
く
県
内
企
業
へ
の

就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
県
外

か
ら
の
U
・
ー
タ
ー
ン
希
望
者

や
来
春
、
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
な
ど
を
卒
業
す
る
人
と
企

業
と
の
面
接
の
場
で
あ
る
「
宮

崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
」

を
次
の
］
程
で
開
き
ま
す
。

◇
日
時
1
1
①
福
岡
／
6
月
3
日
、

②
東
京
／
6
月
1
7
日
、
3
大

○

6
月
の
相
談

もよおしぼしゅう

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
6
月
給
［
（
金
）

　
　
　
　
m
”
濁
～
1
4
”
3
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
飢

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
6
月
8
日
（
木
）

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
容
5
2
1
1
0
1
0

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
6
月
1
3
日
（
火
）

　
　
　
　
0
…
0
～
5
“
0

　
　
　
　
1
　
　
0
　
　
1
　
　
0

　
と
こ
ろ
■
育
少
年
ホ
ー
ム

「
市
民
の
声
ポ
ス
ト
」

一＿↓＿＿
　　　市民の声ホスト．にっ．．一

］　　†罫「…罵：　｝…て，．厨無∫｛

　　　　　　　ド　　＝ひ．窺噛一目，1「＝奄．．一．「F置

　　＋冥再旨圧｝忘∫．淫；兄7．rモー

　　尋壁「詩㌘P　二L・…、　．

　
市
は
、
市
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
市
民
の
声
ホ

ス
ト
を
庁
舎
玄
関
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
、
、
な
お
、
侃
思
立
国
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
提
出
者
に

直
接
回
答
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
等
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
．

し　
　
　
　
　
　
　
F

門罵目

⑰…身元調・・断・勘を推進・て

阪
／
7
月
－
日
、
④
宮
崎
／
8

◇
会
場
1
1
①
福
岡
／
天
神
ビ
ル

n
階
（
福
岡
市
中
央
区
犬
神
2

－
．
1
2
－
．
1
）
、
②
東
京
／
都
道

府
県
会
館
1
階
（
東
京
都
千
代

田
区
平
河
町
2
1
6
）
、
③
大

阪
／
大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
ー
7
階

（
大
阪
市
北
区
梅
田
l
I
1
1

3
1
1
7
0
）
、
④
宮
崎
／
宮

崎
厚
生
年
金
会
飢
（
宮
崎
市
宮

脇
町
3
8
1
2
）

◇
実
施
方
法
1
1
個
別
面
接
会
の

ほ
か
、
人
材
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー

や
求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

設
け
ま
す
。

◇
参
加
料
1
1
無
料

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
県
労
働
政
策

課
（
容
0
9
8
5
1
2
6
1
7
1

0
5
）

　
ま
た
、
韻
字
市
及
び
延
岡
市

に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
就
職

説
明
会
を
開
き
ま
す
．
、
詳
し
く

第1期

第1期

6月分

この社会あなたの税が生きている

●

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
日
向
市
1
1
8
月
1
2
日
／
ホ
テ

ル
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

◇
延
岡
市
1
1
8
月
1
4
日
／
延
岡

市
総
合
文
化
セ
ン
タ
i

一
　
第
2
5
回
記
念
日
向
市
美
術
展
覧
会

　
あ
な
た
も
出
品
し
ま
せ
ん
か

6月の納期

市　県　民　税

国民健康保険税

国民年金保険料

◇
会
期
1
1
6
月
2
4
日
（
＋
）
～
7

月
2
日
（
日
）

◇
会
場
1
ー
ア
ス
テ
ィ
目
向
二
日

◇
募
集
作
品
貯
絵
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
、
せ
日
、
．
与
肖
バ

※
応
募
規
程
に
つ
．
い
て
は
、
市

社
会
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格
目
市
内
在
住
者
、

市
出
身
者
並
び
に
市
内
の
事
業

所
、
学
校
に
通
勤
、
通
学
し
て

い
る
人
及
び
入
郷
町
村
の
在
住

者
。
学
生
に
つ
い
て
は
、
高
校

生
以
ヒ
と
し
ま
す
。

◇
出
品
数
・
出
品
料
1
1
一
部
門

一
人
2
点
ま
で
で
、
　
一
般
は
．

人
2
0
0
0
円
、
高
校
生
は
．

人
5
0
0
円
と
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法
1
1
市
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
出
品
表
を
作
品

に
添
付
の
う
え
、
6
月
2
0
日
、

21

冝
i
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

午
後
6
時
∀
に
直
接
会
場
に
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
、

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

○

会
社
会
教
育
課
内
・
第
2
5
回
日

向
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
丑
内
線
2
4
2
5
）

　
　
　
、

㌔．⑨

E
、

気
　
　
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
し
ま
せ
ん
か

仲
間
と
健
康
づ
く
り

　
市
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
教
室
を
開
き
ま
す
。
「
地
域

の
仲
間
づ
く
り
」
「
健
康
づ
く

り
」
を
日
記
に
、
み
ん
な
で
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時
1
1
6
月
7
口
（
水
）
か
ら

の
全
m
回
（
毎
週
水
曜
日
午
前

9
時
～
正
午
）

◇
会
場
1
1
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園

◇
定
員
1
1
1
0
0
人

◇
内
容
1
ー
ル
ー
ル
説
明
、
基
本

技
術
、
ゲ
ー
ム
の
進
め
方
な
ど

◇
申
込
方
法
1
1
都
合
の
よ
い
日

に
、
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

会
社
会
体
育
課
（
含
内
線
2
4

5
2
）

税金一〇メモi喬《ぎ窒Q＆A．

　　　振替納税のすすめ

　6月30日は、市県民税（第1

期）、国民健康保険税（第1期）

の納期ですが、市税の便利な納

税方法として振替納税の制度が

あります。これは、銀行や農協、

郵便局などの預貯金口座から振

替により自動的に納税する制度

です。振替納税を利用すると納

期限に遅れることもなく、また、

納税の手間も省けて大変便利で

す。まだ利用されていない人は、

簡単な手続きで済みますので、

早い機会にぜひご利用くださ
い。詳しくは、市税務課へ。

：Q．国民年金保険料の支払いを
i口座振替にしたいのですが、ど

：のように手続きをしたらよいの

iですか？

：A．口座振替の申し込みは、市

i民課年金係の窓口または市内の

：各金融機関で手続きできます。

i手続きには、預金通帳・通帳使

：用印・納付書を持参してくださ
iい。なお、振替日は、毎月の末

：日となり、引き落とし後は領収

i書を発送します。口座振替は、
i納め忘れもないうえ、納めにい
iく手間も省け大変便利です。ぜ

；ひ、ご利用ください。

あ右；た亡：わたしσ）

　　　　碧々共㊨社会
　男女共同参画社会基本法②

　基本理念の5本目柱とは、①

男女の人権の尊重⇒男女が性別

による差別をなくしひとりの人

間として能力を発揮できる機会

を確保していく。②社会におけ

る制度または慣行についての配

慮⇒固定的な役割分担意識にと

らわれず、男女がさまざまな活

動ができるよう社会のあり方を

考える。③政策等の立案及び決

定への参画⇒男女が社会の対等

なパートナーとして、いろいろ

な方針の決定に至るまでの相談

や議論の場に加わるようにする。
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おしらせ

1■

介
咳
保
険
の
更
新
認
定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　一　　　　n

7
6
）
ま
た
は
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

更
新
認
定
が

始
ま
り
ま
し
た

　
市
は
、
介
護
保
険
で
す
で
に

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
の

更
新
認
定
を
始
め
ま
し
た
。

　
更
新
認
定
は
、
定
期
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

訪
問
調
査
や
認
定
審
査
会
な
ど

最
初
の
認
定
申
請
時
と
同
じ
処

理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

．
史
新
認
定
の
申
請
は
、
認
定
有

効
期
限
の
切
れ
る
2
か
月
前
か

ら
一
か
月
一
ま
で
に
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
申
請
が
集
中
し
な

い
よ
う
壬
午
的
に
振
り
分
け
て

更
新
認
定
を
受
け
付
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
．
史
新
認
定
申

清
が
必
要
な
人
は
、
そ
の
人
の

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
事
業

所
）
、
ま
た
は
の
訪
問
調
査
員

か
ら
連
絡
が
あ
る
ま
で
、
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
認
定
有
効
期
限
の
一

か
月
雪
に
な
っ
て
も
何
ら
連
絡

の
な
い
場
合
は
、
市
福
祉
事
務

所
介
護
福
祉
係
（
盈
内
線
2
1

一
　
平
成
1
2
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

　
介
護
保
険
制
度
に
よ
り

　
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　
平
成
1
2
年
度
か
ら
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
介
護
保
険
制
度

の
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
次
の
と
お

り
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

①
4
0
歳
未
満
の
人
”
従
来
ど
お

り
の
取
り
扱
い
で
す
。

②
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人
1
1

従
来
の
国
民
健
康
保
険
税
に
、

介
護
保
険
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

（
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
）
、

③
6
5
歳
以
上
の
人
1
1
国
民
健
康

保
険
税
と
は
別
に
、
1
0
月
か
ら

介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
納
入
の
方
法
は
、
受

給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
、
額

に
よ
り
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
、

ま
た
は
納
付
書
に
よ
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
の
納
付
書
は
、
6
月
中

句
に
各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
健
康
管
理
課

（
容
内
線
2
1
2
1
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　幽　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　〒　　　　罰　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　■　　　　　一　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　冒　　　　一　　　　　一　一　　　　一　　　　一一　　　　丁

　　　　　　　スポーツ少年団員の募集

スポーツ仲間と楽しい生活を
スポーツ少年団とは

　スポーツ少年団の活動は、
「スポーツを通して青少年の心

と身体の健全育成を図ること」

を目的とし、口々のスポーツ活

動はもちろんのこと、文化活動

や交流交歓活動、野外活動を行

っています。

スポーツ少年団に入ると一

◇年問を通して定期的、継続的

にスポーツが楽しめます。

◇スポーツが好きになり、ヒ手

に、そして得意になります。

◇県内や全国の仲間との
交流ができます。

◇スポーツや文化活動に

よる国際交流もできます。

◇スポーツ以外のさまざ

まな文化・社会活動も自

主的に行いますから、社

◇異年齢集団でのグループ活動

ですから、子供同士がお互いに

学び合います。

◇研修を受けた資質の高い指導

者が団運営と指導を行います。

スポーツ少年団員になるには・・

騒歪塑話団病

　　　1「

勤・罫書・翼嚇

　男女を問わず、小学生から団

員になれます。中学生・高校生

も大歓迎です。

　スポーツ少年団への申込・問

い合わせば、市社会体育課内口

峡市スポーツ少年団事務局（容

内線2452）へ。

　　　　　　　　則＝1『噛軸ヒ1輯llヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　鵡　　　，ゴ礒・

会人としての籟が身に’ 鼬事ﾚ・」呼野rゴ
L一一一⊥一＿一一一＿∠∠．二二二二二二二一二二二：二二二．一」

つきます。 今年度の日向市スポーツ少年団結団式
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海
の
「
も
し
も
」
は
1
1
8
番

海
上
で
の
S
O
S
に

電
話
に
よ
る
緊
急
番
号

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
の
事

Q

件
・
事
故
等
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
、
局
番
な
し
の
「
l
1

8
番
」
を
緊
急
番
号
と
し
て
開

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
「
海

の
1
1
0
番
」
は
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
「
l
1
8
番
」
通
報
を

使
用
す
る
の
は
、
次
の
よ
う
な

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
海
難
・
人
身
事
故
に
遭
遇
し

た
と
き
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

事
故
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

た
と
き

②
油
の
排
出
及
び
海
の
汚
染
な

ど
を
発
見
し
た
と
き

③
日
ご
ろ
見
か
け
な
い
不
審
な

船
な
ど
を
見
た
り
、
聞
い
た
り

し
た
と
き

④
密
航
・
密
輸
事
犯
な
ど
の
情

報
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た

と
き

●

　
通
報
す
る
際
は
、
「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」
「
何
が
あ
っ
た
」
な

ど
を
簡
潔
に
落
ち
着
い
て
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
通
報
は
、
携
帯
電
話
、

公
衆
電
話
、
　
　
般
加
人
電
話
、

船
舶
電
話
か
ら
利
用
で
き
、
料

金
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
「
1
1
8
番
」
は
、

緊
急
番
号
で
す
か
ら
、
緊
急
通

報
以
外
の
通
報
に
は
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
現
況
届

現
況
届
は
期
間
内
に

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
毎
年
6
月
に
養
育

の
状
況
等
を
届
け
出
る
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
6
月
分
以
降
の
児
童

手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
6
月
初

旬
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
6
月

－
日
（
木
）
か
ら
6
月
3
0
日
（
金
）
ま

で
に
市
福
祉
事
務
所
1
7
番
窓
ロ

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
6
月
9
日
（
金
）
に
、

5
月
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
人
の

6
月
定
期
支
給
分
（
2
月
～
5

0

月
分
）
を
振
り
込
み
ま
す
．

　
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

児
童
母
子
係
（
費
内
線
2
1
6

4
）
へ
。一

　
6
月
は
外
国
人
労
働
者
周
題
啓
発
月
聞

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
人
は

　
報
告
し
て
く
だ
さ
い

　
労
働
省
（
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
）
で
は
、

外
国
人
に
対
す
る
職
業
紹
介
・

相
談
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
用

す
る
事
業
主
等
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
5
年

度
か
ら
は
「
外
国
人
雇
用
状
況

報
告
制
度
」
が
始
ま
っ
て
い
て
、

一
人
で
も
外
国
人
を
雇
用
（
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
し
て
い
る

事
業
所
に
対
し
報
告
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
事
業
主
の
み
な
さ
ま
の
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
外
国
人
労
働
者
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
延
岡

労
働
基
準
監
督
署
（
監
0
9
8

2
1
3
4
1
3
3
3
1
）
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
向
（
日
向
公

共
職
業
安
定
所
帯
5
2
1
4
1
3

1
）
へ
。

県
立
図
書
鱈
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ

蔵
書
検
索
等
が
簡
単
に

　
県
立
図
書
館
で
は
、
情
報
提

供
の
充
実
及
び
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
な

内
容
は
①
蔵
書
検
索
等
、
②
図

書
館
情
報
の
提
供
（
利
用
案
内
、

施
設
案
内
、
行
事
案
内
等
）
、

③
県
内
公
共
図
書
館
・
大
学
図

書
館
等
の
紹
介
、
④
E
メ
ー
ル

に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
⑤
貴

重
な
郷
土
資
料
の
紹
介
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検

索
し
た
図
書
の
貸
出
は
、
各
市

町
村
の
図
書
館
・
図
書
室
を
経

由
し
て
マ
イ
ラ
イ
ン
制
度
で
貸

出
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
ー
1

葺
6
ミ
ミ
≦
≦
．
＝
σ
も
「
3
ヨ
一
琶

N
嬰
こ
℃
＼

家
内
労
働
者
の
み
な
さ
ま
へ

お
持
ち
で
す
か

家
内
労
働
手
帳

　
家
内
労
働
者
と
は
、
業
者
か

ら
委
託
を
受
け
て
、
自
宅
等
で

物
品
の
製
造
・
加
工
な
ど
の
仕

事
を
す
る
方
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
委
託

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　¶　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　－　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　一　　　一一　　　　一

図
書
館
の
休
館

　
市
立
図
書
館
は
、
蔵
8
点

検
な
ど
の
館
内
整
理
の
た
め
、

6
月
5
日
（
月
）
か
ら
1
4
日
（
水
）

ま
で
の
1
0
日
間
休
館
し
ま
す
。

　
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
、

図
書
館
玄
関
横
の
返
却
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
日
向
市
立
図

書
館
（
費
5
4
1
1
9
1
9
）
へ
。

者
か
ら
物
品
の
数
量
・
工
賃
単

価
・
工
賃
支
払
日
・
支
払
方
法

等
を
明
記
し
た
「
家
内
労
働
手

帳
」
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
家
内
労
働
に
関
す
る
相
談

は
、
宮
崎
労
働
基
準
局
賃
金
課

（
雪
0
9
8
5
1
2
4
1
2
2
0

5
）
ま
た
は
延
岡
労
働
基
準
監

督
署
（
含
0
9
8
2
1
3
4
1
3

3
3
1
）
へ
。

ご存じですか？

描祉鋤
◎児璽扶養手当

　父と生計を同じくしていない

児童（18歳に達した日以後、最

初の3月31日までの間にある者。

障害者は20歳未満）に支給され

るものです。所得制限のほかに、

受給資格に該当するようになっ

た後、請求をしないままに5年

を経過すると請求権がなくなり

ますので、ご注意ください。

◎日子家薩医療賃助成例度

　父と生計を同じくしていない

家庭に対し、医療費の助成を行

うものです。

◇対象＝20歳未満の児童を扶養

している配偶者のない人及び上

記の者に扶養されている児童
（18歳に達した日以後、最初の

3月31日までの間にある者）

※ただし、所得制限あります。

◇助成額＝1か月の保険診療の

本人負担額の合計額から100

0円を差し弓1いたた額

◎粗目家庭・父子家展

　及び二郷介護人派還馴業

　母子・父子家庭や寡婦の方
が、病気で日常生活を営むのに

支障がある場合や、出張、冠婚

葬祭などで子どもの生活が一時

的にみられなくなった場合など

に、介護人（ホームヘルパー）

を一時的に派遣するものです。

事前に登録が必要です。

　これらの制度等に関するお問

い合わせば、市福祉事務所児童

母子係（費内線2164）へ。
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宇田津大海くん
千贔・千春〔庄手向）

●L乳幼児健診

■3か月児健診＝日時／6月9日（金）、23日（金）、

対象／平成12年3月生まれ

■7か月児健診＝日時／6月16日（金）、対象／平

成ll年ll月生まれ

■1歳児健康相談；日時／6月13日（火）、対象／

平成II年5月生まれ

■1歳6か月児健診＝日時／6月8日（木）、対

象／平成10年ll月生まれ

■3歳児健診；日時／6月2日（金）、対象／平成

8年置l月生まれ

※受付時間は、3か月児／午後1時～1時30分、

7か月児・1歳6か月児・3歳児／午後1時～2

時、1歳児／午前9時30分～10時です。母子健康

手帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

q翻すくすく教室（育児教室）

◇日時＝6月27日（火）午後2時～午後3時30分◇

対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容一①栄養士との離乳食作り・試食、②体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同士の交流会など

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの＝母子健康手帳

※予約・参加料は、必要ありません。

清水萌花ぢ職
光輝・万紀（切島山2｝

児玉拓導くん
浩一・安代｛清正）

儀パパママ教室
◇日時＝7月ll日（火）、25日（火）午後7時～9時

◇対象＝出産を迎えるパパとママ

◇内容＝赤ちゃんのおふろの入れ方、妊娠疑似体

験、妊娠中の歯の管理（歯科医師・歯科衛生士）、

パパとママのための栄養の知識など

灘置歌誤認纂。氏名、連絡●
先を市民健康管理センターまでご連絡ください。

qL考えてみよう！噛むことの大切さ

　十分に噛むことができなくなると、体に大きな

影響を与えます。よく噛むことは、胃腸での消化

吸収を促します。また満腹感が得られ肥満を防ぐ

ため、生活習慣病の予防にもなります．あごの形

を維持するためにも噛むことは重要です。噛む力

は、歯の周りの組

織に対してよい刺

激となるのです。

さらに脳の血流を

増やし、新陳代謝

を盛んにすること

で老化防止にもつ

ながります。ふだ

んの生活の中で毎

食1品だけでもか

※事前にテレホンサービス
　　　（553－1214）で確認を！

ヘルシークッキング

　食物繊維をとろう！

　「きのこのみぞれ酢」

◇材料（4人分）

q恥6月の休日在宅医

4日

11日

18日

25日

甲斐医院（外・胃腸實53－5000）　児玉小児科医院（小児含52－

2530）太陽クリニック（内・消化・呼吸盤56－0030）

和田病院（内・外・脳外・放　リハ・整外雪52－0011）緒方医

院（内・小児倉53－6333）田Φ眼科（眼雪52－4009）

三股病院（内・外　整外・胃腸・麻酔君58－0034）　尾崎眼科

（眼盛52－5600）今給黎医院（内・循環盤54－2459）寺尾医院

（産婦燈63－1447）

渡辺病院（産婦・泌尿含57－1011）　天生堂医院（内・口外・麻

酔・リハβ53－8910）こどもクリニックたしろ（小児倉56－

1515）武富医院（皮β52－5522）

　しめじ　　　1パック

　えのき　　　1パック

　生しいたけ　　　3枚

　トマト　　　　　1個

　大根　　　　150g

　酢　　　　　大さじ1

　しょうゆ　　大さじ1

◇作り方

①きのこはよく洗い、適

当に切ってゆでる

②トマトは角切りにする

③大根はおろして酢・し

ょうゆで味をつける

④①と②を大根おろしで

まぜる

※エネルギー11㎏、塩分

0．7g（1人分）
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凝
工藤　舞ちゃん
秀章・陽子（亀崎東）

　　　．ハ

　　　¢

　《　　　　　　　Y

験趨　　　　・、

西方健人くん
　孝幸・悦子（永江）

みこたえのある食品をプラスするなど、よく噛む

ことを意識した食生活を送りましょう。

　　q隔1第5回健康まつり

　　　市民のみなさんに健康づくりについての意識を

　　高めていただこうとする「第5回健康まつり」を

●鷺㌔鍵攣画面讐鍬乙藩乏
　　乳幼児記念手形作成、救急法講習、体力測定等）、

　　試食コーナー、フッ素塗布などたくさんの催しを

　　準備しています。

　　　ご家族、ご近所をお誘い合わせのうえ、ぜひお

　　越しください。

　　◇日時＝7月9日（日）午前10時～

　　◇会場＝日向市文化交流センター・市中央公民館

　　◇問い合わせ＝市民健康管理センター（巷内線
　　2181～2184）

◎

大盛況だった第4回健康まつり

q隔6月の献血日程

7日目水）

16日（金）

11

51

30

30

：00

30

00

30

00

子育で建よ吻
のびのび子育て相談事業

　市内19の認可保育園では、入園している

子供だけでなく、家庭にいる子供や育児真っ

最中のお父さん、お母さんにもいろいろな子

育てについての相談を受け付けています。

◇対象児＝乳幼児（0～6歳）

◇相談日時＝常時（日・祝日を除く）

◇相談場所＝お近くの認可保育園

※1歳児は、保育園のほかに、健康管理セン

ターの1歳児健診でも相談が受けられます。

※相談内容は、離乳食、しつけ、言葉の発達、

遊びなどです。どんな小さなことでもお気軽

に相談ください。
．．

ﾜた、毎週水曜日の午前9時からll時まで、

認可保育園の園庭を開放しています。保育園

でたくさんの友達を作りましょう。

　詳しくは、日向市保育協議会（高松保育園
雪58－0200）へ。

4月中の交通事故

日・市分
人身事故　死　亡
　47件　　　1人

　（十8）　　（十1）

　　　O山前月比
負傷者　物損事故
54人　　96件
（一4）　　（一11）

～止まって確認！無事故に挑戦～

日向市の人口と世帯
　　　　　　　　　　（H12．5．1．現在）

人口　58，974人〈＋148＞

　男　　27，859人〈＋72＞
　女　　31，115人〈＋76＞
世帯数　　　　21，979世帯　〈十150＞

転入　501人　転出　366人

制　生　　48人　　死　亡　　35人

面　積 117．34k㎡
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艇
耳
奪
勾
．
斥
叱
渉
熟
唐
箏

冒
郷
・

‘
‘
虞
凄
！
ヒ
オ
ヵ
弁
勢

　
ひ

怒
諮

●

土
の
歴
史

　
美
々
津
橋
か
ら
荘
川
を
見
下
ろ
す
と
、

南
側
の
岸
辺
に
小
さ
な
石
積
が
ぽ
つ
ね

ん
と
し
て
い
る
姿
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
か
つ
て
宮
崎
県
の
海
の
玄

関
と
し
て
繁
栄
し
た
美
々
津
の
町
を
支

え
て
き
た
由
緒
あ
る
遺
物
で
あ
る
こ
と

を
知
る
人
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
突
堤
は
、
以
前
美
々
津
に
あ
っ

妻
課
甚

菅の繁栄を今に伝える耳川の突堤

シ
リ
ー
ズ
8

耳
川
の
突
堤
跡

た
八
幡
製
材
所
（
後
に
大
塚
製
材
所
）

の
初
代
八
幡
繁
松
翁
が
大
正
1
0
年
忌
ろ

に
築
造
し
た
も
の
で
す
。
当
時
は
、
道

路
が
狭
く
交
通
事
情
に
恵
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
伐
採
し
た
材
木
は
い
か

だ
に
組
ん
だ
り
、
　
一
本
ず
つ
流
し
た
り

し
て
、
「
流
し
山
師
」
と
い
わ
れ
た

人
々
に
よ
っ
て
製
材
所
ま
で
運
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
そ
の
こ
ろ
の
製
材

所
は
、
川
岸
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

　
八
幡
製
材
所
も
清
川
の
南
岸
に
あ

り
、
こ
の
突
堤
は
製
材
所
を
洪
水
か
ら

守
り
、
同
時
に
材
木
が
取
り
込
み
や
す

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
足
場
に
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
突
堤
か

ら
対
岸
ヘ
ロ
ー
プ
を
張
り
、
よ
ど
み
を

つ
く
り
材
木
を
引
き
上
げ
て
い
た
の
で

す
。　

こ
の
時
代
、
宮
崎
県
と
熊
本
県
の
県

境
か
ら
延
々
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
蛇

行
す
る
耳
川
流
域
の
森
林
資
源
は
、
こ

の
川
の
道
を
伝
っ
て
高
瀬
舟
や
い
か
だ

で
耳
川
河
口
港
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
美
々
津
と
京
阪
神
を
結
ぶ
海
道

を
通
じ
て
経
済
や
文
化
の
交
流
を
深
め

る
貴
重
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
木
材
、
木
炭
、
お
茶
、
シ
イ
タ
ケ
な

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

ど
が
移
出
さ
れ
、
衣
類
や
酒
類
、
日
用

品
な
ど
が
移
入
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
同
時
に
人
と
人
と
の
交
流
に
よ
り

中
央
の
新
し
い
文
化
も
入
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
伝
統
的
建
造
物
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
る
美
々
津
の
町
並
み
も
そ

の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
京
文
化
を
取

り
入
れ
た
建
築
構
造
を
も
つ
商
家
と
し

て
有
名
で
す
。

　
昔
、
「
美
々
津
千
軒
」
と
言
わ
れ
た

美
々
津
の
町
並
み
が
、
行
き
交
う
人
々

で
に
ぎ
わ
い
、
芸
者
さ
ん
を
乗
せ
た
遊

覧
船
が
耳
川
に
浮
か
ぶ
時
代
を
こ
の
突

堤
は
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多

く
の
い
か
だ
や
高
瀬
舟
の
往
来
す
る

日
々
、
そ
こ
に
働
く
人
た
ち
と
共
に
こ

の
岸
辺
で
耳
川
を
守
り
、
美
々
津
を
支

え
て
き
た
の
で
す
。

　
も
の
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
い
る
と
言
わ

れ
る
今
の
時
代
、
私
た
ち
は
や
や
も
す

る
と
今
の
時
代
を
創
造
す
る
た
め
に
大

き
な
貢
献
を
し
て
き
た
小
さ
な
も
の
を

忘
れ
が
ち
で
す
。

　
歴
史
的
な
遺
産
を
新
し
い
未
来
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
今
は
静
か
な
耳
痛
の
岸
辺
で
、
突
堤

は
そ
う
語
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
市
隠
編
さ
ん
室
（
君
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日乞毒圖

南
夷

」

’、

ρ
」
〔

　
今
年
、
小
学
校
な
ど
に
入
学

し
た
子
供
を
も
つ
親
に
と
っ
て

心
配
だ
っ
た
の
が
「
五
月
病
」

で
は
な
か
っ
た
で
す
か
。
私
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
五
月

病
の
最
大
の
原
因
と
考
え
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
わ
が

家
の
新
入
学
生
に
五
月
病
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど

う
や
ら
私
の
方
が
五
月
置
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
連
休
が
明
け
、
広
報
の
締
め

切
り
が
近
づ
い
て
も
、
思
う
よ

う
な
文
章
が
書
け
て
ま
せ
ん
。

　
「
こ
れ
な
ら
連
休
な
ん
て
な

い
方
が
ま
し
だ
」
と
思
う
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。
　
　
《
矢
野
》
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